










 










学習利用のご案内(団体利用や実習・研修など)






■動物園での学びを深める教材



日本モンキーセンターは、動物園としては国内で唯一の登録博物館であり、キュレーターやエデュケーターが常駐して教育活動にあたっています。
幼稚園から大学生や教員まで、また学校団体に限らず子ども会やスポーツクラブまで、多様な学習目的に対応いたします。

約200人収容のホールでのレクチャー、園内でのスポットガイド、体験活動など、様々な教育プログラムをご用意し、先生方や引率の方と打ち合わせをした上で、みなさまの動物園体験が充実したものになるよう工夫しています。

お申込にあたっては、以下の資料をご覧ください。





	


・お申し込み方法

・より効果的な学習のために

・あると便利な持ち物

・注意事項



	


・ビジターセンター

・ホール

・トイレ

・昼食場所



	


・教材キット

「くらべてみよう、サルとキミ」

・各種ワークシート

・参考書籍、参考リンク











	
霊長類は、様々な学びの要素を秘めたすばらしい「教材」です！

生活科や理科、社会はもちろん、国語、道徳、総合的な学習の時間など様々な場面でより深い学習が可能になるでしょう。さらには博物館学や霊長類学、キャリア教育、教員研修など、様々な場面で多様なテーマを提供することが可能です。













	





動物園のほかに「日本モンキーセンター屋久島研修所」を運営しています。
20名以下の研修などにご活用ください。





▼各種書類ダウンロード

	

	 
学習利用の手引き（2023年4月改訂）



・園内での注意事項

・事前事後学習のススメ

・各種教育プログラム紹介

・活動の流れ

・申込方法、申込・お問合わせ先

などを全8ページでご紹介しています。

ご覧になるには左の画像をクリックしてください。


	

	 
団体利用　申込書（2023年3月改訂）



団体利用する場合の申込書です。教育プログラムも利用する場合は、必ず学校教員等指導者の方ご自身がご記入ください。

申込方法：

1）お電話にて日程や学習内容などをご相談ください。

2）教育プログラムを利用する場合は、なるべく下見にお越しください。キュレーターやエデュケーターと打ち合わせをおこないます。

3）この申込書にご記入の上、FAXにてお送りください。



ご覧になるには左の画像をクリックしてください。


	 

	 
減免申請書（2020年4月改訂）



障がい者手帳をお持ちの方と介助者1名は、障がい者手帳の提示により入園料が半額になります。団体入園の場合はこの減免申請書を団体代表者名にて事前にご提出いただくことで、手帳提示が免除されます。



ご覧になるには左の画像をクリックしてください。







■犬山市の小中学校と連携して開拓した学び





これまで日本モンキーセンターは犬山市の小中学校と理科副教本「理科だいすき」の作成を通して、様々な教材開発をしてきました。また、1日モンキーデーといった独自の取り組みや遠足、アウトリーチ（出前授業）など、連携して学びを開拓してきました。最初の取り組みから15年の積み上げにより、多くの教材・資料を世に送り出しています。これらを多くの小・中学校や教育機関に活用してもらうために、YouTube教材・3D骨格標本・配布教材として閲覧できるようにしました。ぜひご活用ください。
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※本ホームページは、科学研究費補助金の助成を受けて作成しました。
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　　研究課題名：「学校教育との連携による地域密着型博物館活動の展開」
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　　研究課題名：「動物園における学習利用促進のための利用者研究と事前学習教材の開発」








　>English
















営業案内

友の会
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研究室

博物館資料

連携研究

屋久島研修所

Web霊長類図鑑

霊長類和名リスト

国際学術誌「Primates」

雑誌「モンキー」

新JMC通信





歴史・定款・年報など

スタッフ紹介

全頭誕生日カレンダー

求人情報

取材等のお問合せ

サイト利用規定









	

※日本の動物園等で飼育されている霊長類の種数は102種類です。（2015年3月31日時点、GAIN調べ。種間雑種その他の分類不明なものは除く。）







































































公益財団法人 日本モンキーセンター

〒484-0081 愛知県犬山市犬山官林26番地　TEL：0568-61-2327　FAX：0568-62-6823


動物取扱業：公益財団法人日本モンキーセンター　愛知県犬山市大字犬山字官林26番地

業種:展示　動尾第510号　業種：貸出し　動尾第509号　登録:平成19年5月31日　有効:令和9年5月30日　取扱責任者:綿貫宏史朗











